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Ｅあとがき

2018年 の 『発展Ｄ』 の ｢Ｄあとがき｣ では，『日本語構造伝達文法・発展Ｅ』 がど

のようなものとなるかは分からない，と述べた。蓋を開けてみると，８人の著者によ

る，９編の論文集となった。

この論文集の構成をみてみると，いつもの構造伝達文法による日本語関係，中国語

関係の論文が５編あり，それに，国語学への提言，モンゴル語と日本語の対照研究，

認知言語学の視点での｢の｣と｢的｣の研究，中国語の方言における前置詞の研究，の各

１編が新しく加わっている。

このような 『発展Ｅ』 はどのような論文集になってるのかを知るために，それぞれ

の論文について簡単にまとめておきたい。

第１論文 ｢国語学への５つの提言｣ は，国語学への提言という形で，国語学の改善

案を示した。国語学は完全な体系であると思い込んでいる国語学者に，そうではない

のだ，改善すべき点がこのようにたくさんあるのだ，と警鐘を鳴らしている。

第２論文 ｢<の>および<相対時表現>について｣ は，①｢の｣を教室でどう扱えばよいの

か，②現代日本語特有の｢相対時表現｣をどう理解すればよいのか，の２点につき，日

本語教師への参考として，構造伝達文法の考え方を示した。

第３論文 ｢<未遂>と<未婚>｣ では，｢未｣を，意味と構造の両面からどう捉えればよ

いのかを示した。｢未｣は，開始前の成立の否定，開始後完了までの成立の否定，単な

る完了までの成立の否定を意味するとした。アスペクトを示すだけの動詞もある。

第４論文 ｢感覚動詞と知覚動詞のアスペクト｣ では，両動詞のアスペクトを図示して

おり，画期的なことである。また，知覚動詞には瞬間動詞型のものがあり，閾値のあ

るものとないものがあると述べ，図示した。｢肩が凝る｣の７つの時相も論じた。

第５論文 ｢モンゴル語，日本語の主格・対格表示の対照｣ では，モンゴル語の従属節

の主語が対格表示されることを述べ，日本語古語の同様の現象と対照した。これによ

り，従属節の主語は主文の主語と異なるという共通の意識が想定できる，と述べた。

第６論文 ｢日本語<の>と中国語<的>の対照研究｣ では，認知言語学の視点から考察

し，両者は名詞をつなぐ機能があるとしている。｢の｣は重点化と関係ないが，｢的｣は

重点化と関係すると述べた。また，｢の｣と｢的｣の使用可能範囲に相違があると述べた。

第７論文 ｢日本語構造伝達文法の中国語への適用｣ では，すべての兼語句(兼語文)

の構造がよく似ていることを構造図で示した。しかし，意味的には大きな違いがあり，

４種類に分類する必要のあることを述べ，それぞれについて詳しく検討している。
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第８論文 ｢中国語の<了>に対する日本語表現｣ では，中国語の｢了｣が日本語の多く

の表現に対応していることを，数多くの小説の原文と訳文を調査してまとめた。各例

文は時相モデルでも示している。この調査は p.124 の表として結実している。

第９論文 ｢粤語麻垌方言の前置詞｣ では，中国語諸方言の前置詞は，歴史的な理由

から，動詞と同じ漢字で表示することが多いが，構造伝達文法の構造表示法を使って，

前置詞と動詞を位置の違いで区別できることを示した。前置詞にある制限も考察した。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

[実詞の基]

実詞(名詞)はこれまで，形態素のように扱ってきた。たとえば，「先生」である。

先生が学生に英語を教える (下左図参照)

「先生」はこれで１つの単位体のようにみえる。たしかに，「基」(合成物)としては１つ

の単位体である。この基の形で「師として教える人」を意味する。しかし，形態素とし

てみれば，ここにある形態素は「先」と「生」である。両者はもと中国語，つまり外来語，

ということは実詞(名詞)である。この「先」と「生」の論理関係は「先に生をする(先に生

まれる)」であり，構造は下右図のようになっている。

図Ｅあ-1 先生が学生に英語を教える 図Ｅあ-2 ｢先生｣の構造

実詞(名詞)の形態素については，国語学関係の多くの書物で扱われており，そのた

め，本文法では扱いがあとまわしになってしまっている。本書p.78で，初めてこれを

「先-生」のように示した。同じく「学生」「感想」を「学-生」「感-想」のように示した。
可能であれば，次のできるだけ近い機会に，実詞(名詞)を扱いたいと考えている。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

[発展Ｆは辞典？]

次の近い機会といえば，次に出すのは 『日本語構造伝達文法・発展Ｆ』 となるが，

これは，今のところ ｢日本語構造伝達文法辞典｣ のようなものがよいのではないかと

考えている。研究を若い人に託すことを考えねばならない時期になっているので，こ

の文法のそれぞれの概念が何を表しているのか，検索しやすい形になっていたほうが

よいのではないかと思うからである。
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